












































































































































































































































































































































































西部承水路 9.5 8.8～10 9.3
調整池 0.70～1.4 0.77
東部承水路 0.68～1.5 0.77
西部承水路 1.4 0.87～1.5 1.2
調整池 0.070～0.11 0.083
東部承水路 0.070～0.12 0.080
西部承水路 0.077 0.056～0.084 0.069
注）CODは全層平均の75％値、全窒素及び全りんは表層の年平均値である。
第１期計画(H19～H24)の状況 第２期計画の
目標値(H30)
9.4
0.93
0.067
COD
(75％値)
全窒素
全りん
項目 水域
　　　 表３　第２期計画の水質目標値
図７　八郎湖の長期ビジョンの３つの柱
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○地域住民や事業者等との協働の取組を一層推進
し、多様な生態系を育む八郎湖に、多くの県民
が訪れ・遊び・学べる環境を創造していく。
○下水道等の接続率の向上や環境保全型農業の普
及促進などの発生源対策を継続実施するととも
に、湖内浄化対策として新たに「シジミ等によ
る水質浄化対策」を実施する。
○市町村と連携し、アオコの監視体制を強化する
ほか、河川への遡上防止フェンスの設置や放水
等によるアオコの悪臭防止などのアオコ対策を
実施する。
○水質汚濁メカニズムの研究や水質浄化対策技術
の調査研究を推進するため、産学官の学識経験
者や有識者等の連携による調査研究体制を整備
するとともに、南部排水機場からの濁水拡散防
止対策や大久保湾（調整池南東部）の水の流動
化などの新たな対策について検討する。
○流出水対策地区として指定した大潟村における
環境保全型農業を引き続き推進するとともに、
国による調査事業との一層の連携を図り、国営
事業等による農地排水の負荷削減対策について
検討・要望していく。　
３）第２期計画の主な取組
　図８に第２期計画期間中に実施する各対策別の
主な取組をツリー図で示す。
　例えば、湖内浄化対策では、方上地区における
自然浄化施設等の活用として県健康環境センター
が開発したCaもみ殻炭によるりん回収の現場実証
試験を新たに行うとともに、ヤマトシジミやセタ
シジミによる水質浄化対策について実証規模での
検討を行う。また、その他対策では、新たにアオ
コ対策を計画に位置付け、アオコの常時監視シス
テムの整備等、市町村との連携による対策の充実
を図ることとしている。
　更に、調査研究等の推進では、第２期計画期間
中に、より実効性の高い対策を検討することとし
ており、そのための調査研究体制を整備・強化す
るとともに、新たな対策の検討事項として次の３
項目について計画に掲げている。
①南部排水機場からの濁水拡散防止対策等
　南部排水機場からの濁水は、調整池に拡散し、
水質を悪化させることから、効果の高い対策を
検討する。また、９月以降の非かんがい期にお
ける調整池水位の低下による水質改善効果を検
討し、その効果が高いと認められる場合は、対
策を速やかに実施する。
②農地排水負荷量の新たな削減対策
　中央干拓地における中央幹線排水路及び一級
幹線排水路や周辺干拓池を含む干拓農地からの
排出負荷量の新たな削減対策について、国によ
る調査事業との一層の連携を図り、国営事業等
による実施を検討・要望する。
③大久保湾の水の流動化
　大久保湾（調整池南東部）は、周辺干拓池及
び流域農地での農業用水の循環利用が著しく、
水も停滞しやすいことから、現況施設を利用し
た水の流動化を試験的に実施するとともに、既
設農業水利施設の保全合理化等による水の流動
化の方策について検討する。
５．第２期計画の課題と今後の対応
１）第２期計画の実施に向けた課題
　計画がいくら妥当、適切でも、計画に盛り込ん
だ対策等が実行されなければ、絵に描いた餅とな
り、味も香りもない。第２期計画は、私見ではあ
るが次期計画を見据えたチャレンジ計画であると
考えている。果たして「アオコ対策」を恒久的な
対策として継続できるか、「シジミ等による水質
浄化」が成功できるか、そして、計画で検討する
とした新たな対策等をより実効性のあるものにで
きるかが、第２期計画の命題といっても過言では
ない。
　また、現実的な課題としては、第２期計画の水
質目標値を達成できるかがある。幸い、平成25年
度の水質は、アオコの大量発生が見られなかった
ことから、COD（75％値）の推定値は各環境基準
点で概ね目標値どおりである。また、全窒素と全
図８　第２期計画の主な取組
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りんについても平成22年度並の値で推移するとと
もに、全りんは環境基準点３カ所でいずれも目標
値を下回る見込みである。
　こうした状況等を鑑みても、アオコの大量発生
は八郎湖の水質悪化の要因となっているというこ
とが判る。問題は、今年度から実施した破壊式ア
オコ処理装置や高濃度酸素水供給装置の設置な
ど、第２期計画に位置付けたアオコ対策の今後の
事業展開が極めて重要となる。
２）平成26年度以降の主な対策事業
　平成26年度の県当初予算については、現在、知
事査定等を終了し、２月議会での審議を待つ状況
にある。継続事業については、一般財源の対前年
比２割シーリングと厳しい中、八郎湖「わがみず
うみ」創生事業に今年度新規のアオコ被害防止対
策事業を統合し、事業内訳も各対策別に整理再編
した。また、「第２期八郎湖水質保全対策推進事業」
を新たに創設することとしている。
　新規事業では、第２期計画に基づく新たな対策
の実施とともに、水質解析モデルによる新対策の
効果等を検討し、効果的な対策の立案、実施に向
けて国へ提案・要望を行うこととしている。また、
新たに雇用基金を活用して「環八郎湖環境保全活
動連携強化事業」を秋田地域振興局と連携して実
施することとしており、地域住民等との協働によ
る環境保全活動の取組の一層の推進を図っていき
たいと考えている。
　残念ながら現時点では、まだ各事業の詳細等は
御紹介できないが、アオコ対策の充実をはじめ、
第２期計画に盛り込んだ対策等については来年度
から着実に実施していくこととしている。
　いずれ、計画というものは中々予定どおりには
進まないものではあるが、八郎湖環境対策室では
今後５年間の工程表を作成し、平成26年度の県当
初予算を県議会に提案している。今後、県予算の
確保のみならず、国の事業等も活用し、計画を着
実に推進していきたい。また、第２期計画につい
ては、毎年度、計画の進捗管理を行うとともに、
平成27年度終了時点で、その実施状況について中
間評価を行う。そして、計画の実施状況等を踏ま
え、柔軟に工程表等を見直しながら、より実効性
の高い対策について検討し、できるところから実
施していきたいと考えている。
６．おわりに
　大潟村は、平成26年10月に創立50周年という大
きな節目の年を迎える。国の大規模干拓事業によ
り日本のモデル農村として誕生した大潟村は、昭
和42年の入植開始前の昭和39年10月に発足してお
り、干拓事業により新たに生まれた我が国最初の
単独の地方自治体でもある。
　また、八郎湖はこの干拓事業により農業用貯水
池として変貌した湖沼であり、水質悪化の原因は
国による事業そのものにあると言わざるを得な
い。しかし、時代的な背景はあったものの、この
国策に対して秋田県をはじめ関係市町村が賛同、
協力したのも事実であり、国はもとより、県と市
町村も責任をもってあたるべき課題と考える。
　現在、国営諫早干拓事業（長崎県）をめぐり、
潮受堤防の排水水門の開門問題が大きく報道され
る中、開門反対、賛成両派の溝は簡単には埋まり
そうもない。問題は、裁判所がいかなる判断をし
ても不利益を生ずる側（漁業者と営農者）が必ず
存在するわけで、排水門を開門して海水を入れれ
ば問題が全て解決できるわけではない。国の干拓
事業の全体評価については、個人的な見解を避け
るが、その評価は時勢で大きく変化し、人、立場
によって異なると思う。国は、八郎潟干拓事業を
成功事例として、また、八郎湖の水質保全対策の
取組を国内のみならず世界に発信していくべきで
はないかと思う。そしてまた、県と流域市町村は
これまで以上に一致団結して、「“わがみずうみ”
八郎湖の再生に向けた支援」について、より一層、
国に働きかけていく必要がある。
　第２期計画は今年３月末には策定となる予定だ
が、この重要な時期に八郎湖環境対策室長として
職務に携われたことを光栄に思うとともに、その
責務を改めて実感している。今後とも国、市町村、
大学等の研究機関、土地改良区、NPO法人や地
域住民団体との協働による取組を一層推進しなが
ら、八郎湖の水質保全対策を着実に前進させてい
きたいと考えている。
　最後に、本稿には筆者の私見が多く含まれるこ
とを御了承願いますとともに、秋田県立大学によ
る八郎湖流域管理研究が益々発展しますことを心
から御祈念申し上げ、結びといたします。
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